
議案第 １０５ 号

令和６年度小美玉市水道事業会計補正予算(第２号)

令和６年１２月４日補正第２回



（総則）
令和６年度小美玉市水道事業会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

（資本的収入及び支出）

（収　入）
第１款 資本的収入
第３項 企業債

（支　出）
第１款 資本的支出
第１項 建設改良費

△３，０００千円 ６９２，２４５千円（４）主要な建設改良事業

　予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を、次のとおり補正する。（資本的収入額が資本的支出額に対
し不足する額５０１，５０３千円を５００，６０３千円に改め、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金及び減債積立金で補填するものとする。)

４８８，４９９千円 △２，１００千円
３５０，１００千円

令和６年度小美玉市水道事業会計補正予算（第２号）

第 １ 条

第 ３ 条

（ 科  目 ） （ 補正予定額 ）

第 ２ 条 　令和６年度小美玉市水道事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務の予定量を、次のとおり補
正する。

（ 区  分 ） （ 既決予定額 ） （ 補正予定額 ） （ 計 ）
６９５，２４５千円

７０１，１０１千円

（ 計 ）

９８７，００２千円
△３，０００千円７０４，１０１千円

９９０，００２千円

４８６，３９９千円
３５２，２００千円

△３，０００千円

（ 既決予定額 ）

△２，１００千円
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（継続費）

（変更）

令和６年１２月４日提出

小美玉市長　島　田　幸　三

総　額

１０２,５１２千円

補　正　後

令和６年度 ２８,１３０千円

令和７年度 ７４,３８２千円

年　度 年　割　額
款

１ 建設
   改良費

美野里浄水場塩酸注
入設備更新工事

総　額 年　割　額

３１,１３０千円

７４,３８２千円

第 ４ 条 　予算第５条に定めた継続費の総額及び年割額を、次のとおり補正する。

１０５,５１２千円

補　正　前
事　業　名

１ 資本的
　 支出

項
年　度

令和６年度

令和７年度
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         収      入 （単位：千円）

既決予定額 補正予定額 計 備            考

1 資本的収入 488,499 △ 2,100 486,399

3 企業債 352,200 △ 2,100 350,100

1 企業債 352,200 △ 2,100 350,100

令和６年度　小美玉市水道事業会計補正予算実施計画

（１） 資 本 的 収 入 及 び 支 出

款 項 目
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         支      出 （単位：千円）

既決予定額 補正予定額 計 備            考

1 資本的支出 990,002 △ 3,000 987,002

1 建設改良費 704,101 △ 3,000 701,101

1 建設工事費 695,245 △ 3,000 692,245

款 項 目
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１．資本的収入及び支出
収      入 (単位　：　千円)

区　　　　　分 金　額

1 資本的収入 488,499 △ 2,100 486,399

3 企業債 352,200 △ 2,100 350,100

1 企業債 352,200 △ 2,100 350,100 企業債 △ 2,100 企業債 △ 2,100

令和６年度　小美玉市水道事業会計補正予算説明書

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計
節

説                        明
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支      出 (単位　：　千円)

区　　　　　分 金　額

1 資本的支出 990,002 △ 3,000 987,002

1 建設改良費 704,101 △ 3,000 701,101

1 建設工事費 695,245 △ 3,000 692,245 工事請負費 △ 3,000 美野里浄水場塩酸注入設備更新工事（令和
6～7年度継続事業） △ 3,000

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計
節

説                        明
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（単位　円） （単位　円）

１   業務活動によるキャッシュ・フロー ３   財務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益 83,325,242 建設改良企業債による収入 350,100,000

減価償却費 349,589,000 建設改良企業債償還による支出 △ 285,899,706

受取利息及び受取配当金 △ 330,000 その他 0

支払利息 82,773,000 財務活動によるキャッシュ・フロー 64,200,294

固定資産除却費 52,778,000

未収金減少額(△は増加) △ 1,833,273

未払金の増加額(△は減少) 4,158,487      資金増加(又は減少)額 △ 79,264,706

たな卸資産の減少額(△は増加) △ 4,235,001      資金期首残高 748,801,917

長期前受金戻入額 △ 78,678,000      資金期末残高 669,537,211

賞与引当金増減額 △ 699,000

貸倒引当金増減額 100,000

   小計 486,948,455

利息及び配当金の受取額 330,000

利息の支払額 △ 82,773,000

業務活動によるキャッシュ・フロー 404,505,455

２   投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 673,868,637

国庫補助金による収入 96,244,545

県補助金による収入 2,454,545

工事負担金による収入 8,988,182

加入分担金による収入 18,210,000

その他 910

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 547,970,455

令和 ６ 年度　小美玉市水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書

(令和6年4月1日から令和7年3月31日まで)
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(単位 ： 千円)

企業債

過年度
分損益
勘定留
保資金

令和6年度 28,130 19,690 8,440 - - 28,130 28,130 - 27.4

令和7年度 74,382 52,067 22,315 - - - - 74,382 72.6

計 102,512 71,757 30,755 - - 28,130 28,130 74,382 100.0

左の財源内訳

1資本的支出 1建設改良費

美野里浄水
場塩酸注入
設備更新工
事

継　続　費　に　関　す　る　調　書

款 項 事業名

全　体　計　画 前前年
度末ま
での支
払義務
発生額

前年度
末まで
の支払
義務発
生（見
込）額

当該年
度支払
義務発
生予定
額

当該年
度末ま
での支
払義務
発生予
定額

翌年度
以降の
支払義
務発生
予定額

継続費
の総額
に対す
る進捗
率

（％）

年度 年割額
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     円      円      円

1    営 業 収 益

(1)  給 水 収 益 796,048,182

(2)  受 託 工 事 収 益 910

(3)  そ の 他 の 営 業 収 益 23,076,001 819,125,093

2    営 業 費 用

(1)  浄 水 及 び 配 水 費 184,895,460

(2)  受 託 工 事 費 2,730

(3)  総 係 費 146,410,477

(4)  減 価 償 却 費 349,589,000

(5)  資 産 減 耗 費 52,778,000

(6)  そ の 他 営 業 費 用 910 733,676,577

     営 業 利 益 85,448,516

3    営 業 外 収 益

(1)  受 取 利 息 及 び 配 当 金 330,000

(2)  国 庫 補 助 金 0

(3)  他 会 計 補 助 金 100,000

(4)  長 期 前 受 金 戻 入 78,678,000

(5)  雑 収 益 1,998,182 81,106,182

4    営 業 外 費 用

(1)  支 払 利 息 82,773,000

(2)  雑 支 出 0 82,773,000 △ 1,666,818

     経 常 利 益 83,781,698

5    特 別 利 益

(1)  そ の 他 特 別 利 益 0 0

6    特 別 損 失

(1)  過 年 度 損 益 修 正 損 910

(2)  固 定 資 産 売 却 損 1,000

(3)  そ の 他 特 別 損 失 454,546 456,456 △ 456,456

     当 年 度 純 利 益 83,325,242
     前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 △ 21,403,168
     その他未処分利益剰余金変動額 176,403,168
     当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 238,325,242

令和６年度　小美玉市水道事業会計予定損益計算書（当年度）

(令和6年4月1日から令和7年3月31日まで)
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     資 産 の 部

     円      円      円      円

1    固 定 資 産

(1)  有 形 固 定 資 産

イ   土 地 194,909,726

ロ   建 物 159,880,575

     減価償却累計額 △ 107,929,694 51,950,881

ハ   構築物及び機械装置 17,917,533,381

     減価償却累計額 △ 7,473,227,200 10,444,306,181

二   量 水 器 56,645,152

     減価償却累計額 △ 22,607,485 34,037,667

ホ   車両及び運搬具 9,991,000

     減価償却累計額 △ 9,315,502 675,498

ヘ   工具器具及び備品 12,650,425

     減価償却累計額 △ 9,987,088 2,663,337

ト   建設仮勘定 0

     有形固定資産合計 10,728,543,290

     固 定 資 産 合 計 10,728,543,290

2    流 動 資 産

(1)  現 金 預 金 669,537,211

(2)  未 収 金 199,781,463

     貸 倒 引 当 金 △ 2,600,000 197,181,463

(3)  貯 蔵 品 16,458,087

(4)  前 払 金 0

(5)  そ の 他 流 動 資 産 0

     流 動 資 産 合 計 883,176,761

     資 産 合 計 11,611,720,051

令和６年度　小美玉市水道事業会計予定貸借対照表（当年度）

(令和7年3月31日)
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     負 債 の 部
     円      円      円

3    固 定 負 債
     建設改良費等の財源に充てるための企業債 5,469,989,218
     企 業 債 合 計 5,469,989,218
     固 定 負 債 合 計 5,469,989,218

4    流 動 負 債
(1)  企業債
     建設改良費等の財源に充てるための企業債 293,939,094
     企業債合計 293,939,094
(2)  未 払 金 93,988,265
(3)  引 当 金

イ   賞 与 引 当 金 4,354,000
ロ   法定福利費引当金 859,000

     引 当 金 合 計 5,213,000

(4)  そ の 他 流 動 負 債 218,430

(5)  預 り 金 38,876,365

     流 動 負 債 合 計 432,235,154

5    繰 延 収 益

     長 期 前 受 金 5,086,935,719

     収 益 化 累 計 額 △ 1,941,086,324

     繰 延 収 益 合 計 3,145,849,395

     負 債 合 計 9,048,073,767
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     資 本 の 部

     円      円      円

6    資 本 金 1,911,825,796

7    剰 余 金

(1)  資 本 剰 余 金

イ   加 入 分 担 金 5,919,006

ロ   補 助 金 92,085,702

ハ   そ の 他 資 本 剰 余 金 14,961,577

     資 本 剰 余 金 合 計 112,966,285

(2)  利 益 剰 余 金

イ   減 債 積 立 金 138,987,129

ロ   利 益 積 立 金 161,541,832

ハ   任 意 積 立 金 0

ニ   当年度未処分利益剰余金 238,325,242

     利 益 剰 余 金 合 計 538,854,203

     剰 余 金 合 計 651,820,488
     資 本 合 計 2,563,646,284
     負 債 資 本 合 計 11,611,720,051

- 12 -



１　重要な会計方針に関する事項

（１） たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品　先入先出法による原価法とする。ただし、先入先出法によることが適当でないものについては、個別法によることができる。

（２） 有形固定資産の減価償却の方法

・ 減価償却の方法　定額法による。

・ 主な耐用年数

建物 15～60年

構築物・機械及び装置 10～60年

量水器 8年

車両及び運搬具 4～5年

工具器具及び備品 2～8年

（３） 引当金の計上方法

イ 退職給付引当金

職員の退職手当は一般会計との「退職手当組合負担金に関する覚書」を取り交わし、茨城県市町村総合事務組合負担金条例に基づく退職

手当組合負担金を負担しているため、退職引当金は計上していない。

ロ 賞与引当金

職員の期末勤勉手当及びそれらに係る法定福利費の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額

（12月から3月までの4か月分）を計上している。

ハ 貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能

性を検討し、回収不能見込額を計上している。

（４） 消費税及び地方消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜き方式によっている。

注　記　表
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２　予定キャッシュ・フロー計算書等に関する注記

該当なし。

３　予定損益計算書等に関する注記

（１） 他会計補助金は、手当等に充当するものとする。

４　予定貸借対照表等に関する注記

（１） 令和6年6月において、令和5年12月分から令和6年3月分の期末勤勉手当及びそれらに係る法定福利費を支給することになるため、賞与引

当金4,933,000円を、法定福利費引当金979,000円をそれぞれ取り崩した。
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